




Using cooperative learning during pre-service teacher training at a university, 
an experimental study
Kazuro FUJII,Mayumi IKEGAMI※ 
Abstract 
    A study was conducted with students in pre-service teacher training , to efficiently teach the important 
issues of the new government guidelines for school, such as “the school as a team”, “community 
cooperation”, “curriculum management”, using “cooperative learning”, one of the methods of active 
learning.
    First, brief explanations of these issues are given.  Next, the outline of lectures practiced using this 
teaching method is reported. Through group sessions, students discussed these issues positively and 
produced various new ideas.  
    It was concluded that cooperative learning is an efficient teaching method to enhance students’ motivation.
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質問項目 教育原論 教育課程論 (参考)全学部
学生の積極性を
引き出す努力を
していた
4.9 4.9 4.3
授業の内容は興
味や関心が持て
るものだった
4.8 4.8 4.3
学生の理解に合
わせた授業をし
ていた
4.8 4.9 4.2
授業方法を工夫
していた
4.9 4.9 4.3
○　グループで互いに意見を言ったり、他のグループ
の考えを聞いたりすることで、より意欲的に授業に
臨めた。
○　グループで話し合って発表するのは新鮮ですごく
良かった。
○　班で話し合った内容はとても理解を深めることが
できたので、グループワークの善さを実感した。
○　こういった形の講義は考えるきっかけになるし、取
り組む意欲も湧く。
○　グループ活動から発表して、みんなの意見を聞く
ことで、今後の小学校への課題などがいろいろ見え
ました。
○　協同学習では、司会として積極的に取り組み、良
い学習ができました。
○　個人学習から班活動をして、それらを発表し合う
ことで、みんなの意見を知ることができ、学びが一
層深まった。
○　教科書を読みながら答を見つける協同学習も良い
けど、みんなで考えて答を探す協同学習も楽しかっ
たです。
○　班での発表は、②は同じ意見が多かったが、①は
自分とは違う意見が出たので参考になった。楽しい
話し合いができた。
○　グループワークでは、自分と同じような意見が出
ると、自分の考えが間違っていないと安心できるし、
違った意見があると、そういう意見もあるんだと思え
て良かったです。
○　グループ活動にしっかり参加して考えを深めるこ
とができました。
○　班での意見がたくさん出てきたし、どれもすごくい
いことばかりで、とてもいい学習になりました。それ
と、深く考える学習でした。
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